
だ 
 
 
 

 
                                                     

                                                       

                                                       

                               

折
尾
地
区
総
合
整
備
事
業
ニ
ュ
ー
ス 

   
 

 

 

こ
の
た
び
、
折
尾
地
区
の
総
合
整
備
事
業

《
鉄
道
の
連
続
立
体
交
差
、
都
市
計
画
道

路
、
区
画
整
理
》
に
関
す
る
情
報
を
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
発
信
す
る
た
め
、
広
報｢

お

り
お｣

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

事
業
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
声
も
反
映

し
た
紙
面
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
事
務
所
で
は
引
き
続
き
事
業
に
関

す
る
説
明
・
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
戸
別
に
訪
問
説
明
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

 
 
 
 
 

 

 

事
務
所
の
近
況 

  

新
事
務
所
に
移
っ
て
か
ら
約
三
ヶ

月
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
所
長
以
下
７
名
（
事
務
２
、

技
術
５
名
）
の
ス
タ
ッ
フ
で
折
尾
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

左
の
写
真
は
事
務
所
前
で
撮
影
し

ま
し
た
。 

ご
覧
の
と
お
り
、
男
所
帯
で
ワ
イ
ワ

イ
や
っ
て
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

 

完
成
予
想
模
型
を
製
作
中 

  

区
画
整
理
予
定
区
域
の
完
成
予
想
模
型
が
十
一

月
二
〇
日
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

事
務
所
一
階
に
展
示
し
ま
す
。 

 

左
記
の
時
間
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
・ 
祝
日
を
除
く
、
月
〜
金
曜
日
。 

・ 
８
時
３
０
分
〜
１
７
時
ま
で 

  

（
左
の
写
真
は
、
展
示
す
る
模
型
と
異
な
り
ま

す
。） 
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（
後
列
、
左
か
ら
二
番
目
が
吉
田
所
長
） 

事務所 

短絡線
折
尾
中
間
線 

折尾駅 

（旧）国道１９９号

ＪＲ筑豊本線

ＪＲ鹿児島本線 

北
セントマザー

 

地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

所
長 

吉
田 

守
行

 
  

４
月
に
事
務
所
長
と
し
て
着
任
し
た
吉
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
小
倉
南
区
の
徳
力
区
画
整
理
事

業
に
十
一
年
間
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、

住
み
よ
い
折
尾
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

折
尾
に
つ
い
て
は
以
前
、
近
郊
に
住
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

 
し
か
し
、
鉄
道
が
町
を
分
断
し
交
通
渋
滞
の

多
い
と
こ
ろ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
の
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
と
、
私
ど
も
と
み
な
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
に
関
す
る
質
問

や
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
と
も
、
み
な
さ
ま
の
事
業
に
対
す
る
ご

理
解
と
、
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

裏面もご覧下
さい。 



 
 

 
 

① 鉄道の連続立体化             ③ 駅前広場の整備 
    折尾駅周辺の鉄道を移設･立体化することで交通渋滞       新たに北側駅前広場を整備し、既存の南側駅前広場を再整 

の原因となっている踏切９箇所をなくします。          備することで鉄道とバスなどの乗換えをスムーズにするなど、 

また鉄道 3線（鹿児島本線、筑豊本線、短絡線）の       交通ターミナルの機能を強化します。また拠点駅にふさわし 

ホームを一体化することにより、利用しやすい駅にし       い駅前広場にします。 

ます。 
② 幹線道路等の整備             ④ 市街地の面的整備 
    鉄道の連続立体化とあわせて、折尾地区の骨格となる       住宅が密集し、道路がせまく災害時などに緊急自動車が出 

幹線道路を整備します。これにより慢性的な交通渋滞の      入りできないなどの防災上の課題を解決するため、駅南側地 

解消と駅へのスムーズな往き来が可能となります。さら      区で｢区画整理事業｣を行い、すべての宅地が接する生活道路 

にバリアフリー化した安全で快適な歩道になります。       や、公園などの公共施設を整備して住みよいまちにします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折尾のまちづくり ４つの柱

Ｑ＆Ａ あなたの疑問にお答えします。 

Ｑ１．反対者がいても事業を行うのですか？  

    折尾地区のまちづくりを行うためには、 

①鉄道の連続立体化 ②幹線道路等の整備 

③駅前広場の整備  ④市街地の面的整備 

を総合的に行うことが必要です。   

このため、平成１４年１月より現地事務所を開設

し、多くの地権者や住民の方に説明等を行ってきま

した。今後も引き続き、きめ細かく説明等を行いな

がら、みなさんのご理解、ご協力を得られるように

努めます。 

Ｑ３．私の家が移転となればいつ頃になりますか？  

    各事業計画に基づいて、詳細な工事工程を検討したいと

思います。現時点においては、詳細な移転時期は未定です

が、移転をお願いする場合はできるだけ早い時期にお知ら

せします。        

 

Ｑ５．高齢のため家を探したり、建替えなど面倒な 

ことはしたくないのですが？ 

  移転や建替えなどに関することは、皆さんの意向や、

考えが重要ですので通常はご自分でしていただくことに

なります。しかし、ご相談があれば施行者としても情報

の提供など、お世話させていただくことも可能です。 

Ｑ４．建物等の補償の手続きはどうなりますか？  

    事業によって建物等が移転となる場合、その建物等の

調査をさせていただいた後に損失補償基準に基づいて補

償金の積算を行います。          

    その後、施行者(北九州市)から補償額の提示を行い、

内容や金額等の合意に基づいて補償契約を結びます。 

補償金の支払いは、一般的に補償契約後１／２、建物

等撤去後に残りが支払われることになります。 

Ｑ２．｢区画整理｣という方法しかないのですか？ 

 駅の南側地区は鉄道と道路が平面交差し、市街地が

複雑に分断されており、せまい駅前広場のために慢性

的な交通渋滞が発生しています。また、救急車や消防

車が入れない道路や、住宅の密集により延焼の危険性

や家の建替えが困難な地区があるなど、防災上の課題

があります。 

    これらの課題を解決するためにも鉄道と、道路整備

にあわせて面的な総合整備が可能な｢土地区画整理｣の

手法が最適と考えています。 


